








 

緒言 

 風疹の全国的流行を経験して最も懸念されたのは,先天風疹児の出生であっ

た。ところが先天風疹児の発症は,予想外に少数にとどまった。その理由が過剰

ともいえた予防的人工中絶によるのか,流行した野生株の種類によるのか,ある

いは両者によるのか明らかでないのが現況である。そこで原因解明の一助とす

るため,野生株,先天株(胎児皮膚からの分離株),標準株(予研標準株 M.33)ワク

チン株(武田生ワクチン G:3To336strain)の各種風疹ウィルスを使用し,in 

vitro で正常ヒト胎児臓器別感受性を検討した。 


